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は
じ
め
に 

  

平
成
二
十
年
に
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
た
。国
語
科
に
つ
い
て
は
、

中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
「
そ
の
課
題
を
踏
ま
え
、
小
学
校
、
中
学
校
及

び
高
等
学
校
を
通
じ
て
、①
言
語
の
教
育
と
し
て
の
立
場
を
一
層
重
視
し
、

国
語
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
と
と
も

に
、
②
実
生
活
で
生
き
て
は
た
ら
き
、
各
教
科
等
の
学
習
の
基
本
と
も
な

る
国
語
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、③
我
が
国
の
言
語
文
化
を
享
受
し
、

継
承
・
発
展
さ
せ
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
内
容
の
改
善

を
図
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
〈
注
１
〉
。 

 

①
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
や
③
我
が
国
の
言
語
文
化
を
享
受
す
る
態
度

を
育
て
る
に
は
ど
の
よ
う
な
教
育
が
有
効
で
あ
る
の
か
、
小
学
校
か
ら
高

等
学
校
ま
で
を
通
じ
て
考
え
て
ゆ
く
べ
き
課
題
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
は
、（
そ
の
た
め
に
）「〔
言
語
文
化
と
国 

   

三 

木 

麻 

子 
 

  

語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
を
設
け
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
親
し
む
態

度
を
育
て
た
り
、
国
語
の
役
割
や
特
質
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
り
、

豊
か
な
言
語
感
覚
を
養
っ
た
り
す
る
た
め
の
内
容
を
示
す
」
と
も
、「
古
典

の
指
導
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
言
語
文
化
を
享
受
し
継
承
・
発
展
さ
せ

る
た
め
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
古
典
に
親
し
む
態
度
を
育
成
す
る
指
導
を
重

視
す
る
」
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
〕
は
、
具
体
的
に
は 

小
学
校
の
第
一
学
年
及
び
第
二
学
年
で
は
、 

（ア）
昔
話
や
神
話
・
伝
承
な
ど
の
本
や
文
章
の
読
み
聞
か
せ
を
聞
い
た
り
、

発
表
し
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
。 

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
で
は
、 

（ア）
易
し
い
文
語
調
の
短
歌
や
俳
句
に
つ
い
て
、
情
景
を
思
い
浮
か
べ
た

り
、
リ
ズ
ム
を
感
じ
取
り
な
が
ら
音
読
や
暗
誦
を
す
る
こ
と
。 

（イ）
長
い
間
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
、
故
事
成
語
な
ど
の
意

味
を
知
り
、
使
う
こ
と
。 

第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
で
は
、 

（ア）
親
し
み
や
す
い
古
文
や
漢
文
、
近
代
以
降
の
文
章
に
つ
い
て
、
内
容
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の
大
体
を
知
り
、
音
読
す
る
こ
と
。 

（イ）
古
典
に
つ
い
て
解
説
し
た
文
章
を
読
み
、
昔
の
人
の
も
の
の
見
方
や

感
じ
方
を
知
る
こ
と
。 

と
あ
り
、
低
学
年
、
中
学
年
で
は
「
昔
話
」「
短
歌
」「
俳
句
」「
こ
と
わ
ざ
」

「
慣
用
句
」「
故
事
成
語
」
な
ど
を
学
ぶ
。
神
話
の
復
活
と
し
て
、
小
学
校

二
年
生
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
が
「
い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
」
で
あ
り
、
例

え
ば
光
村
図
書
で
は
、
な
か
が
わ
り
え
こ
、
東
京
書
籍
で
は
か
わ
む
ら
た

か
し
、
と
名
高
い
童
話
作
家
・
児
童
文
学
者
が
文
を
担
当
し
て
い
る
が
、

作
家
作
品
の
表
現
を
味
わ
う
と
い
う
よ
り
、
「
お
話
（
神
話
）
」
を
聞
く
、

知
る
と
い
う
点
に
主
眼
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
〈
注
２
〉
。 

低
・
中
学
年
で
我
が
国
の
言
語
文
化
に
親
し
み
、
高
学
年
に
な
っ
て
、

親
し
み
や
す
い
古
文
、
漢
文
を
音
読
し
、
生
の
古
典
に
触
れ
る
機
会
が
現

れ
る
。
高
学
年
か
ら
の
「
我
が
国
の
言
語
文
化
」
と
は
「
古
典
」
と
も
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う 

こ
の
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
指
導
の
重
視
を
受
け
て
、
平
成
二

十
三
年
か
ら
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
教
科
書
が
使
用
さ
れ
、
来

年
度
二
度
目
の
改
訂
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
古
典
の
重
要
性
が
説
か

れ
、
そ
れ
が
定
着
し
よ
う
と
し
て
い
る
一
方
で
、
若
者
の
活
字
離
れ
、
国

文
学
を
学
ぼ
う
と
す
る
者
の
減
少
化
を
受
け
て
、
近
年
、
国
文
学
研
究
者

の
な
か
で
も
、
若
年
層
の
古
典
離
れ
を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
に
腐
心
し

た
試
み
が
次
々
と
発
表
さ
れ
、
耳
目
を
集
め
て
い
る
〈
注
３
〉
。 

ま
た
、
和
歌
文
学
会
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
第
六
十
一
回
大
会
で
、「
和

歌
を
学
び
、
教
え
る
と
い
う
こ
と
」
と
題
し
た
「
学
会
創
立
六
十
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
報
告
は
『
和
歌
文
学
研
究
』
第

一
一
二
号
（
平
成
28
年
６
月
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、「
国
語
科
教
育

か
ら
み
た
和
歌
指
導
の
ゆ
く
え
」〈
注
４
〉
、「
教
育
現
場
で
の
体
験
を
踏
ま
え

て
」〈
注
５
〉
、「
和
歌
を
つ
く
る
」〈
注
６
〉
と
い
う
パ
ネ
リ
ス
ト
の
提
言
を
踏

ま
え
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。
稿
者
も
こ
の
大
会
に
参
加
し
、
討
論
を
見
守

っ
た
の
で
あ
る
が
、
大
学
で
日
本
語
・
日
本
文
学
を
学
ぼ
う
と
す
る
学
生

が
減
少
す
る
な
か
で
、
そ
の
数
少
な
い
学
生
を
教
え
よ
う
と
す
る
と
き
、

高
校
時
代
に
古
典
に
親
し
ん
で
い
な
い
者
が
大
半
で
あ
る
現
状
か
ら
、
古

典
、
そ
れ
も
和
歌
を
専
攻
し
よ
う
と
す
る
学
生
が
出
て
こ
な
い
の
は
や
む

を
得
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
克
服
す
る

か
は
長
年
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
し
、
古
典
に
興
味
を
持
つ
若
者
と
向

き
合
い
た
い
と
い
う
思
い
は
切
実
で
あ
る
。
同
様
の
危
機
感
が
一
体
感
と

し
て
会
場
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
は
、
小
学
校
に
古
典
教
材
が
取
り
入
れ

ら
れ
て
か
ら
五
年
目
で
、
そ
の
全
体
的
な
効
果
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
み
え

て
い
ず
、〈
注
５
〉
の
渡
辺
健
氏
の
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
、
高

校
で
古
典
を
学
ぶ
機
会
が
少
な
い
高
校
生
が
多
い
と
感
じ
る
状
況
が
続
い

て
い
る
。 

 

そ
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
『
國
語
と
國
文
學
』（
平
成
二
十
七
年
十
一
月

特
集
号
）
は
「
教
育
と
研
究
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
発
行
さ
れ
た
〈
注
７
〉
。
こ

こ
で
は
、〈
注
７
〉
に
あ
げ
た
目
次
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
お
も
に
高
校

生
へ
の
古
典
の
授
業
の
中
で
、
い
か
に
古
典
に
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
か
、

そ
の
実
践
が
さ
ま
ざ
ま
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
な
か
で
、
大
学
教
員
で
あ
り
、
高
校
生
へ
の
啓
蒙
活
動
と
し
て
『
万
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葉
集
』
の
模
擬
授
業
を
行
う
機
会
が
数
多
い
上
野
誠
氏
は
、
古
典
学
習
を
、

〈
教
室
古
典
〉
〈
受
験
古
典
〉〈
大
学
古
典
〉
の
三
つ
の
範
疇
に
分
け
て
考

察
さ
れ
る
。〈
教
室
古
典
〉
と
は
、
小
・
中
・
高
で
学
ば
れ
る
古
典
学
習
で
、

古
典
語
彙
理
解
・
文
法
も
あ
る
が
、
調
べ
学
習
や
討
論
も
行
う
、
熟
読
に

よ
る
味
わ
い
も
実
感
す
る
。〈
大
学
古
典
〉
に
極
め
て
高
い
連
続
性
を
認
め

ら
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
一
方
で
、
暗
記
中
心
で
、
教
員
の
創
意
工

夫
を
駆
逐
す
る
〈
受
験
古
典
〉
は
害
悪
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、〈
受

験
古
典
〉
こ
そ
生
徒
の
古
典
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
っ
て
い
る

と
い
う
意
味
で
〈
教
室
古
典
〉
と
〈
大
学
古
典
〉
を
支
え
て
い
る
と
い
う

皮
肉
な
指
摘
も
あ
る
。
高
校
生
の
学
力
に
よ
り
、
難
関
大
学
を
目
指
し
大

学
受
験
勉
強
を
す
る
生
徒
と
、
逆
に
受
験
勉
強
を
せ
ず
と
も
大
学
へ
進
ん

で
ゆ
く
生
徒
が
お
り
、
実
際
は
古
典
を
味
わ
う
能
力
も
高
い
と
思
わ
れ
る

高
校
生
は
、〈
受
験
古
典
〉
の
み
に
時
間
を
割
い
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

で
あ
ろ
う
。 

 

そ
こ
で
、
改
め
て
、
大
学
受
験
か
ら
遠
い
所
に
あ
る
小
学
校
か
ら
の
「
我

が
国
の
言
語
文
化
を
享
受
し
、
継
承
・
発
展
さ
せ
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
」

が
重
要
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

  
 
 

一
、
教
科
書
の
な
か
の
古
典 

  

稿
者
は
本
学
、
夙
川
学
院
短
期
大
学
に
お
け
る
教
員
免
許
状
更
新
講
習

で
、
平
成
二
十
一
年
必
修
講
習
の
一
部
を
担
当
し
、
平
成
二
十
四
年
以
降

は
選
択
講
習
と
し
て
、「
教
科
書
の
な
か
の
古
典
」
と
題
す
る
講
習
を
行
っ

て
い
る
。 

 

平
成
二
十
三
年
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
教
科
書
で
の
学
習
が

始
ま
っ
て
い
て
、
小
学
校
で
ど
れ
ほ
ど
の
古
典
が
学
ば
れ
る
の
か
、
研
究

者
と
し
て
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
小
学
校
の
教
員
養
成
を
行
っ
て

い
る
本
学
で
学
生
た
ち
に
古
典
の
教
え
方
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
の
か
は
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
現

場
で
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
て
い
る
先
生
方
の
現
状
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
本
講
習
は
稿
者
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
時
間
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
の
教
員
免
許
状
更
新
講
習
に
あ
た
り
、

数
種
類
の
小
学
校
・
中
学
校
の
国
語
教
科
書
、
高
等
学
校
「
国
語
総
合
」

を
参
照
し
、
当
初
は
「
国
語
教
科
書
の
中
の
古
典
」
と
い
う
題
目
で
講
習

を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
我
が
国
の
言
語
文
化

を
享
受
し
、
継
承
・
発
展
さ
せ
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
」
は
、
他
の
科
目

に
も
及
び
、
小
・
中
・
高
の
音
楽
教
科
書
も
変
化
を
見
せ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
次
年
度
か
ら
は
「
教
科
書
の
中
の
古
典
」
と
改
題
し
、
音
楽
に
も
触

れ
る
こ
と
と
し
た
。 

 

三
十
名
の
定
員
で
七
月
か
ら
八
月
の
間
に
、
二
～
三
回
行
う
講
習
で
、

受
講
者
は
、
最
初
は
小
学
校
教
員
の
割
合
が
高
か
っ
た
が
、
徐
々
に
、
中

学
校
、
高
等
学
校
、
中
学
・
高
校
一
貫
校
教
員
の
割
合
が
増
し
、
現
在
は

小
学
校
教
員
と
そ
の
他
の
校
種
の
教
員
が
半
々
と
い
う
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
る
。 

本
学
の
講
習
で
は
、
ま
ず
受
講
者
が
講
習
に
来
ら
れ
る
前
に
、
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
最
終
試
験
の
一
部
に
も
講
習
に
対
す
る
感
想
を
書
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い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
書
か
れ
る
こ
と
も
多
い
の
だ
が
、
な
ぜ

小
学
校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
教
員
を
対
象
に
講
習
が
で
き
る
の
か
と
、

と
い
う
疑
問
が
受
講
者
の
中
に
あ
っ
た
。 

そ
れ
は
、
先
述
の
よ
う
に
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
全
て
の
国
語

教
科
書
を
通
覧
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
の
教
科
書
で
は
、

扱
わ
れ
る
古
典
教
材
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
か
ら
な
の
で
あ
る
。
受
講
者
は
、
講

習
後
に
は
そ
れ
を
納
得
さ
れ
、
各
自
の
所
属
先
が
古
典
教
育
の
段
階
の
中

で
果
た
す
べ
き
こ
と
は
何
か
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。 

さ
て
、〈
注
７
〉
に
あ
げ
た
小
森
潔
氏
は
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」（
枕
草
子
）

を
対
象
に
し
た
想
像
力
を
喚
起
す
る
授
業
実
践
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
そ
の
論
の
基
と
な
っ
た
藤
本
宗
利
氏
の
論
〈
注
８
〉
か
ら
高
校
教

師
た
ち
が
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
に
つ
い
て
は
「
消
極
的
・
否
定
的
で
あ
り
」、

「
あ
れ
は
中
学
の
教
材
だ
と
切
り
捨
て
る
回
答
さ
え
あ
っ
た
」
と
い
う
言

葉
を
引
用
す
る
。 

「
中
学
の
教
材
」
＝
（
中
学
で
教
え
て
い
れ
ば
よ
い
教
材
）
と
い
う
「
春

は
あ
け
ぼ
の
」
軽
視
の
発
言
へ
の
危
機
感
で
あ
る
。 

こ
れ
は
、
杉
村
修
一
・
藤
森
裕
治
両
氏
の
中
学
・
高
校
教
師
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
報
告
〈
注
９
〉
に
〈
こ
の
中
で
実
際
に
中
学
校
、
高
等
学
校
の
先
生

が
何
度
も
繰
り
返
し
学
習
し
た
教
材
と
し
て
、「
竹
取
物
語
の
冒
頭
」、「
枕

草
子
の
冒
頭
」、「
平
家
物
語
の
冒
頭
」、「
徒
然
草
の
冒
頭
」
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の
教
材
は
中
学
校
、
高
等
学
校
で
重
複
す
る

教
材
で
あ
り
、
特
に
「
竹
取
物
語
の
冒
頭
」
と
「
枕
草
子
の
冒
頭
」
は
、

双
方
の
学
校
間
で
重
複
す
る
度
合
い
が
き
わ
め
て
高
い
と
言
え
よ
う
〉
と

指
摘
す
る
現
状
が
生
ん
だ
現
象
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。 

し
か
し
、
現
在
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
小
学
校
で
も
三
年
生
に
「
俳

句
に
親
し
も
う
」
で
一
茶
・
蕪
村
作
品
（
東
京
書
籍
）、
芭
蕉
・
蕪
村
・
一

茶
作
品
、
付
録
に
「
百
人
一
首
を
楽
し
も
う
」（
光
村
図
書
）、
四
年
生
で

も
短
歌
・
俳
句
作
品
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。 

五
年
生
は
、
東
京
書
籍
版
で
は
、〈
日
本
の
言
の
葉
〉「
古
文
を
声
に
出

し
て
読
ん
で
み
よ
う
」
に
「
竹
取
物
語
」「
平
家
物
語
」「
お
く
の
ほ
そ
道
」

の
冒
頭
、〈
日
本
の
言
の
葉
〉「
古
文
に
親
し
も
う
」
に
「
枕
草
子
（
春
は

あ
け
ぼ
の
～
冬
は
つ
と
め
て
ま
で
）」
を
載
せ
る
。
光
村
図
書
版
で
は
、「
声

に
出
し
て
楽
し
も
う 

古
典
の
世
界
（
一
）」
に
「
竹
取
物
語
」「
平
家
物

語
」「
徒
然
草
」「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
冒
頭
、「
同 

古
典
の
世
界
（
二
）」

に
、
論
語
・
春
暁
（
漢
詩
）
に
加
え
、「
季
節
の
言
葉
」
の
春
・
夏
・
秋
・

冬
に
、
季
語
の
掲
示
と
と
も
に
、「
枕
草
子
」（
春
は
、
夏
は
、
秋
は
、
冬

は
）
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

六
年
生
は
、
東
京
書
籍
版
で
は
、〈
日
本
の
言
の
葉
〉「
漢
文
を
読
ん
で

み
よ
う
」
に
、「
聞
一
以
知
十
」「
温
故
知
新
」「
以
和
為
貴
」「
春
暁
」
を
、

「
日
本
の
文
字
に
関
心
を
持
と
う
」
で
か
な
の
種
類
を
教
え
、〈
日
本
の
言

の
葉
〉「
古
の
言
葉
に
学
ぶ
」
で
古
人
の
格
言
を
あ
げ
て
い
る
。
光
村
図
書

版
は
、「
伝
統
文
化
を
楽
し
も
う 

伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
」
に
狂
言
「
柿

山
伏
」、「『
柿
山
伏
』
に
つ
い
て
」
を
読
ま
せ
、「
日
本
で
使
う
文
字
」
を

紹
介
す
る
。 

本
稿
で
は
、
小
学
校
の
教
材
と
の
関
連
を
み
る
た
め
に
、
中
学
校
「
国

語
」
の
内
容
も
併
せ
て
見
て
お
き
た
い
。 
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東
京
書
籍
版
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
古
典
作
品
を
知
ろ
う
」
と
、
一
年
で
「
伊

曽
保
物
語
（
犬
と
肉
・
鳩
と
蟻
）」「
竹
取
物
語
（
天
の
羽
衣
）」「
漢
文
（
矛

盾
）」、
二
年
で
「
枕
草
子
（
春
は
あ
け
ぼ
の
）」「
徒
然
草
（
冒
頭
・
仁
和

寺
に
あ
る
法
師
）」「
平
家
物
語
（
冒
頭
・
奈
須
与
一
）」、「
古
典
芸
能
に
親

し
も
う
」、「
漢
詩
（
春
望
・
黄
鶴
楼
に
て
）」、
三
年
で
、「（
古
今
和
歌
集

仮
名
序
）・
万
葉
・
古
今
・
新
古
今
」、「
お
く
の
ほ
そ
道
（
冒
頭
・
三
代
の

栄
耀
～
光
堂
）」「
論
語
」「
古
典
の
言
葉
を
味
わ
お
う
」
を
載
せ
る
。 

そ
し
て
さ
ら
に
本
編
の
後
ろ
に
資
料
編
が
付
載
さ
れ
、
一
年
で
「
古
事

記
（
望
郷
の
歌
）」「
土
佐
日
記
（
旅
立
ち
）」「
伊
勢
物
語
（
か
へ
る
浪
）」

「
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
の
俳
句
」、
二
年
で
「
清
少
納
言
と
紫
式
部
」（
三

角
洋
一
）「
漢
詩
の
世
界
」（
日
原
傳
）、
三
年
で
「
恋
の
歌
」（
鈴
木
健
一
）

「『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
」（
深
沢
了
子
）、［
発
展
］「
古
典
の
文
法
」
と

あ
る
よ
う
に
古
典
作
品
や
研
究
者
の
文
章
を
読
ま
せ
る
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
る
。 

光
村
図
書
版
は
、
一
年
〈
い
に
し
え
の
心
に
ふ
れ
る
〉
に
、「
音
読
を
楽

し
も
う 

い
ろ
は
歌
」「
七
夕
に
思
う
―
語
り
継
が
れ
、
読
み
継
が
れ
て
き

た
も
の
―
」「
竹
取
物
語
（
蓬
萊
の
玉
の
枝
）」「
今
に
生
き
る
言
葉
（
漢
文
）」、

二
年
〈
広
が
る
学
び
へ
〉
に
「
枕
草
子
（
春
は
あ
け
ぼ
の
）」、〈
い
に
し
え

の
心
を
訪
ね
る
〉
に
、「
音
読
を
楽
し
も
う 

平
家
物
語
（
冒
頭
・
扇
の
的
）」

「
徒
然
草
（
冒
頭
・
仁
和
寺
に
あ
る
法
師
）」「
漢
詩
の
風
景
（
春
暁
・
絶

句
〈
杜
甫
〉・
黄
鶴
楼
に
て
）」、
三
年
〈
い
に
し
え
の
心
と
語
ら
う
〉
に
「
音

読
を
楽
し
も
う 

古
今
和
歌
集 

仮
名
序
」「
君
待
つ
と
―
万
葉
・
古
今
・

新
古
今
―
」「
お
く
の
ほ
そ
道
（
冒
頭
・
三
代
の
栄
耀
～
光
堂
）」「
古
典
の

伝
統
」
を
載
せ
る
。 

三
省
堂
版
は
、
一
年
〈
言
語
文
化
に
ふ
れ
る
〉「
声
に
出
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
を
読
も
う
」
に
「
朧
月
夜
」
の
歌
詞
、
和
歌
（
持
統
天
皇
・
貫
之
・

業
平
）、
俳
句
（
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
・
子
規
）、「
春
は
あ
け
ぼ
の
（
春
）」、

「
徒
然
草
」、「
平
家
物
語
」
の
冒
頭
、
漢
詩
（
春
暁
）、
論
語
を
取
り
上
げ
、

「
竹
取
物
語
（
冒
頭
・
天
の
羽
衣
）」
を
読
ま
せ
、「『
故
事
成
語
』
を
使
っ

て
書
こ
う
（
矛
盾
）」、
二
年
は
〈
言
語
文
化
を
楽
し
む
〉「
い
ろ
は
歌
」「
枕

草
子
（
う
つ
く
し
き
も
の
・
五
月
ば
か
り
な
ど
に
山
里
に
）」「
徒
然
草
（
仁

和
寺
に
あ
る
法
師
・
あ
る
人
、
弓
を
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
）」、「
漢
詩
の
世

界
（
黄
鶴
楼
に
て
・
春
望
・
絶
句
〈
杜
甫
〉」、〈
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
・
考
え

方
を
知
る
〉「
平
家
物
語
（
冒
頭
・
敦
盛
の
最
後
）」
を
載
せ
、
別
に
「
短
歌

の
世
界
」
で
啄
木
な
ど
か
ら
現
代
歌
人
の
歌
を
載
せ
て
、
和
歌
の
技
巧
を
解

説
す
る
。
三
年
生
で
は
、〈
言
語
文
化
に
親
し
む
〉「
お
く
の
ほ
そ
道
（
冒
頭
・

平
泉
）」「
中
国
の
古
典
の
言
葉
（
書
経
・
漢
書
・
後
漢
書
・
十
八
史
略
・
史

記
・
論
語
）」
を
載
せ
、〈
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
・
考
え
方
を
知
る
〉「
好
き
な

和
歌
を
紹
介
し
よ
う
」
に
「
万
葉
・
古
今
・
新
古
今
」
の
和
歌
を
載
せ
る
。

三
年
に
は
「
俳
句
の
世
界
」
と
い
う
、
俳
句
・
俳
人
・
技
巧
を
解
説
す
る
頁

も
あ
る
。 

さ
ら
に
、
三
省
堂
版
は
「
学
び
を
広
げ
る
」
資
料
編
が
別
冊
で
あ
り
、
そ

の
言
語
文
化
編
に
は
、
古
典
作
品
の
視
覚
的
理
解
を
助
け
る
よ
う
な
カ
ラ
ー

写
真
や
、「
百
人
一
首
」「
古
典
の
冒
頭
二
十
五
編
」「
名
言
・
格
言
・
こ
と

わ
ざ
」
な
ど
本
編
に
は
載
せ
ら
れ
な
い
量
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

こ
う
し
て
み
る
と
、
中
学
校
「
国
語
」
は
、
小
学
校
教
科
書
に
も
あ
っ
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た
作
品
冒
頭
を
載
せ
て
、
小
学
校
で
の
学
び
を
振
り
返
ら
せ
つ
つ
、
本
編

に
も
入
っ
て
ゆ
く
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
古
典
作
品
は
殆
ど
共
通
し

て
い
る
の
だ
が
、
各
教
科
書
で
細
か
い
工
夫
や
差
異
は
あ
る
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
公
立
学
校
で
教
え
る
教
員
が
独
自
に
教
科
書
を
選
択
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
だ
が
、
古
典
研
究
者
の
眼
か
ら
見
て
着
目
す
べ
き
取
り
上

げ
方
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、「
万
葉
・
古
今
・
新
古
今
」
と
い
う

ひ
と
く
く
り
で
は
あ
る
が
、
古
典
和
歌
を
歌
集
単
位
で
示
し
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
は
一
首
ず
つ
現
れ
て
い
た
和
歌
が
、
ま
と
ま
り
と
し
て
編

纂
さ
れ
た
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
作
品
と
し
て
『
百

人
一
首
』
も
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
「
古
今
和
歌
集
仮
名
序
」

が
載
せ
ら
れ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。 

教
科
書
会
社
の
別
で
言
え
ば
、
特
に
、
光
村
図
書
版
は
二
十
六
年
度
の

改
訂
で
、
も
と
も
と
充
実
し
て
い
た
小
学
校
「
国
語
」
の
五
年
生
「
季
節

の
言
葉
」
に
四
季
を
区
切
っ
て
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
全
文
が
読
め
る
よ
う

に
配
置
し
た
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
古
典
に
お
け
る
季
節
感
は

重
要
な
観
点
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
季
節
に
関
わ
る
作
品
を
四
季
に

分
け
て
示
す
こ
と
は
非
常
に
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
〈
注
10
〉
。 

ま
た
、
六
年
生
で
は
、
同
じ
く
「
季
節
の
言
葉
」
の
四
季
に
二
十
四
節

気
を
分
載
し
、
中
学
校
「
国
語
」
で
も
「
季
節
の
し
お
り
」
を
設
け
、
中

学
一
年
生
で
「
朧
月
夜
」「
海
」「
紅
葉
」「
冬
景
色
」
の
よ
う
な
か
つ
て
の

文
部
省
歌
な
ど
唱
歌
の
歌
詞
を
載
せ
る
。「
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
こ
よ
み
」

欄
も
設
け
て
中
一
・
中
学
二
の
四
季
に
二
十
四
節
気
を
三
語
ず
つ
に
分
け

て
示
し
、
中
学
二
年
生
の
春
に
は
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」、
中
学
三
年
生
で
は

古
典
和
歌
と
芭
蕉
・
蕪
村
・
千
代
女
・
一
茶
の
俳
句
と
「
春
・
夏
・
秋
・

冬
の
季
語
」
が
あ
が
っ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
三
省
堂
の
資
料
編
「
学
び
を
広
げ
る
」
に
も
「
歌
の
言
葉
」
の

記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
代
の
歌
い
手
の
歌
詞
で
、「
詩
の
音
読
・
暗
誦
」

に
「
故
郷
」〈
高
野
辰
之
〉
や
「
茶
摘
」〈
文
部
省
唱
歌
〉（
一
年
）、
文
語
体

の
訳
詩
「
埴
生
の
宿
」〈
里
見
義
〉（
二
年
）、「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」〈
近
藤
朔
風
〉

（
三
年
）
な
ど
の
唱
歌
の
歌
詞
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。 

一
方
、
音
楽
の
教
科
書
を
み
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
小
学
校
・
中
学

校
と
も
に
「
こ
こ
ろ
の
う
た
」「
心
の
歌
」
と
い
う
章
に
唱
歌
な
ど
が
載
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

小
学
生
の
音
楽
「
こ
こ
ろ
の
う
た
」 

（
教
育
芸
術
社
） 

１
年 

ひ
ら
い
た 

ひ
ら
い
た
・
か
た
つ
む
り
・
う
み
・
ひ
の
ま
る 

２
年 

か
く
れ
ん
ぼ
・
虫
の
こ
え
・
夕
や
け
こ
や
け
・
は
る
が
き
た 

３
年 

春
の
小
川
・
茶
つ
み
・
う
さ
ぎ
・
ふ
じ
山 

４
年 

と
ん
び
・
ま
き
ば
の
朝
・
も
み
じ
・
さ
く
ら
さ
く
ら 

５
年 

こ
い
の
ぼ
り
（
い
ら
か
の
波
と
）・
子
も
り
歌
・
冬
げ
し
き
・ 

ス
キ
ー
の
歌 

６
年 

お
ぼ
ろ
月
夜
・
わ
れ
は
海
の
子
・
ふ
る
さ
と
・
越
天
楽
今
様 

中
学
生
の
音
楽
「
心
の
歌
」 

（
教
育
芸
術
社
） 

１
年 

 
 
 

浜
辺
の
歌
・
赤
と
ん
ぼ 

２
・
３
年
上 

夏
の
思
い
出
・
荒
城
の
月 

２
・
３
年
下 

花
・
花
の
街
・
早
春
賦 

明
治
に
作
ら
れ
た
「
唱
歌
」〈
注
11
〉
は
、
大
正
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
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の
昭
和
へ
と
時
代
の
変
遷
と
そ
の
背
景
に
よ
っ
て
歌
詞
が
変
え
ら
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
文
語
体
を
口
語
体
に
変
え
る
な
ど
の
改
変
は
理
解
を

進
め
る
た
め
で
も
あ
る
。
こ
の
中
で
、
小
学
四
年
に
「
も
み
じ
」「
さ
く
ら

さ
く
ら
」、
六
年
生
に
「
お
ぼ
ろ
月
夜
」
が
入
り
、「
越
天
楽
今
様
」
ま
で

取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。「
音
読
」
以
上
に
楽

曲
と
し
て
歌
わ
れ
る
歌
詞
は
意
味
を
完
全
に
理
解
し
て
い
な
く
て
も
歌
え

て
し
ま
い
、
記
憶
に
も
残
る
も
の
で
あ
る
〈
注
12
〉
。
音
楽
の
時
間
に
ど
こ

ま
で
歌
詞
の
内
容
指
導
が
で
き
て
い
る
か
、
時
間
的
に
も
期
待
で
き
な
い

部
分
が
あ
り
、
そ
れ
を
国
語
の
時
間
に
う
ま
く
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

正
し
い
理
解
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て
記
憶
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 
 

さ
て
、
こ
れ
ら
の
古
典
教
材
・
文
語
文
を
前
に
し
て
、
講
習
時
に
小
学

校
の
教
員
の
な
か
に
は
「
自
分
自
身
が
古
典
が
苦
手
な
の
で
、
音
読
だ
け

で
終
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う
方
が
い
る
し
、
中
学
の
教
員
の
中
に
「
教
科

書
が
光
村
版
に
変
わ
っ
た
の
で
、
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
」
と
い
う
声

も
聞
か
れ
て
い
る
。
そ
う
で
な
く
て
も
、
小
学
校
で
は
、
中
学
・
高
校
へ

と
繋
が
る
古
典
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
入
り
口
で
苦
手
意
識
を
持
た

れ
な
い
か
、
中
学
校
の
教
員
か
ら
は
、
小
学
校
の
音
読
で
親
し
み
を
持
っ

て
「
こ
れ
は
知
っ
て
る
」
と
い
う
生
徒
に
、
興
味
を
逸
ら
さ
ず
、
ど
の
よ

う
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
声
が
出
る
。
ま
た
、

高
等
学
校
の
教
員
で
は
相
変
わ
ら
ず
、
教
室
が
〈
受
験
古
典
〉
で
終
わ
る

こ
と
の
悩
み
と
、
正
反
対
に
古
典
に
興
味
が
全
く
無
い
生
徒
に
関
心
を
持

た
せ
る
た
め
の
悩
み
に
分
か
れ
て
い
る
。 

こ
こ
で
は
、
主
に
小
学
校
で
の
古
典
入
門
を
中
心
に
、
中
学
校
・
高
等

学
校
で
関
心
を
持
て
な
い
生
徒
を
引
き
つ
け
る
方
法
に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

 

二
、
古
典
に
親
し
む 

 

古
典
に
関
心
を
持
た
せ
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。 

教
員
免
許
状
更
新
講
習
で
は
、
現
場
で
教
え
る
先
生
方
に
古
典
作
品
や
韻

文
作
品
へ
の
取
り
組
み
や
活
動
を
聞
き
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
多
く

言
及
さ
れ
る
ヒ
ン
ト
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。 

『
百
人
一
首
』 

・
少
し
ず
つ
暗
記
さ
せ
て
、
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
。 

・
カ
ル
タ
大
会
に
向
け
て
、
教
室
で
も
カ
ル
タ
を
す
る
。 

短
歌
・
俳
句
の
創
作 

・
行
事
や
遠
足
・
自
然
観
察
の
後
に
創
作
さ
せ
る
。 

・
色
紙
様
の
紙
に
俳
句
（
短
歌
）
と
絵
を
書
か
せ
る
。 

・
筆
ペ
ン
で
短
冊
様
の
紙
に
作
品
を
書
か
せ
る
。 

・
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
応
募
す
る
。 

古
典
作
品
の
暗
誦 

詩
の
朗
読 

古
典
作
品
の
視
写 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
小
学
校
で
の
取
り
組
み
が
多
い
が
、

中
学
校
で
も
行
わ
れ
、
時
間
が
許
せ
ば
高
校
で
も
実
施
し
た
い
。 

中
学
生
・
高
校
生
に
は
こ
の
他
に
も
、
現
代
語
訳
さ
れ
た
も
の
か
ら
親

し
む
方
法
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
活
字
を
読
む
こ
と
を
苦
手
と
す
る
生
徒
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も
い
る
。
谷
崎
源
氏
、
与
謝
野
源
氏
は
言
う
に
及
ば
ず
、
近
年
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
た
瀬
戸
内
源
氏
で
も
『
源
氏
物
語
』
に
親
し
む
手
段
と
す
る

に
は
難
解
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
語
訳
の
付
さ
れ
た
古
典
の
文
庫

本
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
し
、
現
代
語
訳
だ
け
の
入
門
書
も
あ
る
。

し
か
し
、
現
代
語
訳
を
手
に
取
る
前
に
、
古
典
作
品
に
興
味
を
持
つ
こ
と

が
必
要
と
な
る
。 

そ
こ
で
、
コ
ミ
ッ
ク
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、『
源

氏
物
語
』
が
忠
実
に
漫
画
化
さ
れ
た
大
和
和
紀
「
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
」（
講

談
社
）
は
、
す
で
に
今
の
生
徒
に
は
難
関
で
あ
り
、
受
験
古
典
に
取
り
組

む
生
徒
が
ス
ト
ー
リ
ー
や
平
安
時
代
の
生
活
の
理
解
の
た
め
に
読
む
参
考

書
的
な
位
置
に
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
渡
部
泰
明
監
修
・
杉
田
圭
作
『
超

訳
百
人
一
首 

う
た
恋
い
。』
シ
リ
ー
ズ
（
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）
は
、

「
超
訳
」
と
あ
る
だ
け
に
『
百
人
一
首
』
理
解
に
は
遠
い
が
、
歌
人
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
利
点
が
あ
る
。『
百
人
一
首
』
成
立
を
語
る
プ
ロ
ロ
ー
グ

は
複
雑
な
成
立
が
簡
単
に
理
解
で
き
る
よ
い
導
入
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
他
、
ア
ニ
メ
化
、
映
画
化
も
さ
れ
た
、
末
次
由
紀
『
ち
は
や
ふ
る
』（
講

談
社
）
は
競
技
か
る
た
に
取
り
組
む
若
者
を
描
い
て
、
こ
れ
も
『
百
人
一

首
』
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
効
果
は
感
じ
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
身
近
に
感
じ
て
実
際
の
古
典
作
品
に
進
む
と
、
文
法
の
縛
り
に

く
く
ら
れ
雁
字
搦
め
に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。 

む
し
ろ
、
小
学
校
で
児
童
自
身
が
能
動
的
に
韻
文
作
品
を
暗
記
し
た
り
、

創
作
し
た
り
、
百
人
一
首
大
会
の
準
備
学
習
と
し
て
、
歌
人
や
地
名
調
べ
を

す
る
方
が
古
典
理
解
に
は
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

そ
れ
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
文
法
を
含
む
古
典
に
親
し
め
る
の
か
。
文

語
文
で
書
か
れ
た
世
界
に
慣
れ
親
し
ん
で
入
っ
て
ゆ
く
し
か
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
先
に
あ
げ
た
唱
歌
の
活
用
が
提
案
さ
れ
る
。
ま
ず
、

小
学
校
四
年
生
の
教
科
書
に
載
る
の
が
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
と
「
紅
葉
」

で
あ
る
。
明
治
の
唱
歌
の
制
定
時
、
最
初
は
外
国
曲
に
日
本
語
で
作
詞
さ
れ

た
唱
歌
は
、
次
第
に
日
本
の
曲
に
日
本
語
の
歌
詞
が
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
が
、
日
本
古
謡
も
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
箏
曲
と
し
て

作
ら
れ
た
と
い
う
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
は
昭
和
十
六
年
に
改
編
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
二
度
の
歌
詞
を
見
て
み
よ
う
〈
注
13
〉
。 

さ
く
ら 

さ
く
ら
① 

さ
く
ら 

さ
く
ら 

 

や
よ
い
の
空
は 

見
わ
た
す
か
ぎ
り 

霞
か
雲
か 

匂
い
ぞ
出
ず
る 

 

い
ざ
や 

い
ざ
や 

見
に
ゆ
か
ん 

（
文
部
省
編
集
『
箏
曲
集
』・
明
治
21
〈
一
八
八
八
〉
年
10
月
版
歌
詞
） 

さ
く
ら 

さ
く
ら
② 

野
山
も
里
も 

見
わ
た
す
か
ぎ
り 

か
す
み
か
雲
か 

朝
日
に
に
お
う 

さ
く
ら 

さ
く
ら 

花
ざ
か
り 

 

 
 

（『
う
た
の
ほ
ん
』
下
・
昭
和
16
〈
一
九
四
一
〉
年
３
月
版
歌
詞
） 

で
あ
る
。 
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ち
な
み
に
稿
者
は
、
本
学
の
講
義
「
子
ど
も
学
ゼ
ミ
」
で
、
隔
年
に
「
歌

の
言
葉
を
楽
し
も
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
保
育
者
・

小
学
校
教
諭
を
目
指
す
学
生
た
ち
が
、
保
育
園
・
幼
稚
園
で
重
ん
じ
ら
れ

る
年
中
行
事
の
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
歌
を
歌
う
、
幼
児
に
歌
わ
せ
る
行

為
の
中
で
、
音
楽
性
と
と
も
に
歌
詞
の
重
要
性
を
ど
こ
ま
で
認
識
し
て
い

る
の
か
、
心
許
無
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
こ
こ
ろ

の
歌
」
の
な
か
に
慈
円
（
慈
鎮
和
尚
）
作
の
今
様
〈
注
14
〉
ま
で
載
せ
ら
れ

る
現
在
、
小
学
校
の
授
業
の
中
で
も
歌
詞
の
意
味
を
知
る
だ
け
で
な
く
、

教
師
の
側
に
は
、
背
景
と
し
て
伝
統
的
な
和
歌
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
と

改
め
て
感
じ
て
い
る
。
古
典
和
歌
を
授
業
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
古
典
語

の
世
界
を
知
る
こ
と
で
、
韻
文
の
表
現
す
る
世
界
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

そ
こ
で
、「
子
ど
も
学
ゼ
ミ
」
で
も
季
節
を
感
じ
る
歌
や
唱
歌
、
節
句
で

歌
わ
れ
る
歌
を
教
材
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
間
に
も
「
さ
く
ら 

さ
く
ら
」

を
考
え
さ
せ
た
。 

①
の
「
い
ざ
や 

い
ざ
や 

見
に
ゆ
か
ん
」
の
文
語
調
は
、
②
で
は
「
さ

く
ら 

さ
く
ら 

花
ざ
か
り
」
と
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
が
、
三
行

目
の
①
「
霞
か
雲
か 

匂
い
ぞ
出
ず
る
」、
②
「
か
す
み
か
雲
か 

朝
日
に

に
お
う
」
は
、
初
見
で
は
（
見
渡
す
か
ぎ
り
）
霞
や
雲
が
立
っ
て
い
て
、

桜
の
よ
い
香
り
が
し
て
い
る
と
学
生
は
感
じ
て
い
る
。 

「
に
お
う
（
に
ほ
ふ
）
」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
「
【
一
】
色
が
き

わ
だ
つ
、
ま
た
は
美
し
く
映
え
る
。
ま
た
、
何
や
ら
発
散
す
る
も
の
、
た

だ
よ
い
出
る
も
の
が
感
じ
取
ら
れ
る
」
と
あ
り
、『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』
で

も
、「
に
お
・
う 

〔
に
ほ
ふ
〕【
匂
う
】」
は
《「
丹(

に)

秀(

ほ)

」
を
活
用

し
た
語
で
、
赤
色
が
際
立
つ
意
》
と
し
て
、 

１ 

よ
い
に
お
い
を
鼻
に
感
じ
る
。
か
お
り
が
た
だ
よ
う
。「
百
合
の
花

が
―
・
う
」「
石
鹸
が
ほ
の
か
に
―
・
う
」
→
臭
う 

２ 

鮮
や
か
に
色
づ
く
。
特
に
、
赤
く
色
づ
く
。
ま
た
、
色
が
美
し
く
輝

く
。
照
り
映
え
る
。「
紅
に
―
・
う
梅
の
花
」
「
朝
日
に
―
・
う
山

桜
」 

と
あ
る
の
で
、
国
語
辞
書
で
調
べ
れ
ば
、
２
の
意
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で

き
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
１
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
こ
と
か
ら
調
べ
る
べ
き
言
葉
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。 

こ
こ
で
、
さ
ら
に
、
和
歌
の
用
例
を
示
し
た
い
。
桜
が
美
し
く
咲
き
映

え
る
こ
と
を
「
に
ほ
ふ
」
と
詠
ん
だ
、 

見
渡
せ
ば
春
日
の
野
辺
に
霞
立
ち
咲
き
に
ほ
へ
る
は
〈
開
艶
者
〉
桜
花

か
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
万
葉
集
・
巻
十
・
一
八
七
二
）

山
ざ
と
に
ち
り
な
ま
し
か
ば
桜
花
に
ほ
ふ
さ
か
り
も
し
ら
れ
ざ
ら
ま

し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
後
撰
集
・
春
中
・
六
八
） 

に
親
し
め
ば
、
現
代
語
と
の
相
違
に
気
が
つ
く
し
、
さ
ら
に
、
後
撰
集
六
八

番
歌
と
の
贈
答
歌
で
あ
る
六
九
番
歌
で
は
、 

匂
こ
き
花
の
香
も
て
ぞ
し
ら
れ
け
る
う
ゑ
て
見
る
ら
ん
人
の
心
は 

と
詠
ま
れ
、「
濃
い
桜
の
香
り
に
よ
っ
て
（
桜
を
）
植
え
た
人
の
心
の
素
晴
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ら
し
さ
も
分
か
る
」
と
前
の
歌
に
応
え
て
い
る
の
で
、「
に
ほ
ふ
」
に
視
覚
・

嗅
覚
の
両
義
が
あ
る
こ
と
も
印
象
づ
け
ら
れ
る
。 

こ
の
「
に
お
う
」
を
「
(3)
明
る
く
照
り
映
え
る
。
つ
や
つ
や
と
し
た
光

沢
を
も
つ
。
美
し
く
、
つ
や
や
か
で
あ
る
。
中
世
に
な
る
と
、
ほ
の
ぼ
の
と

美
し
い
明
る
さ
に
も
い
う
よ
う
に
な
っ
た
」（
日
本
国
語
大
辞
典
「
に
お
う
」

（
一
）
の
小
項
目
）
の
意
で
用
い
て
い
る
の
が
、
小
学
校
・
中
学
校
の
「
国

語
」
教
科
書
に
も
登
場
す
る
「
お
ぼ
ろ
月
夜
」
で
あ
る
。 

 
 
 

朧
月
夜 

(

作
詞 
高
野
辰
之) 

一
、
菜
の
花
畠

ば
た
け

に 

入い
り

日ひ

薄
れ 
見
わ
た
す
山
の
端は 

霞
ふ
か
し 

春
風
そ
よ
ふ
く 

空
を
見
れ
ば 
夕
月
か
か
り
て 

に
お
い
淡
し 

二
、
里
わ
の
火ほ

影か
げ

も 

森
の
色
も 

田
中
の
小こ

路み
ち

を 

た
ど
る
人
も 

蛙
か
わ
ず

の
な
く
ね
も 

か
ね
の
音
も 

さ
な
が
ら
霞
め
る 

朧
月
夜 

（『
尋
常
小
学
唱
歌
』・
大
正
３(

一
九
一
四)
年
６
月
・
第
６
学
年
用
） 

（『
新
訂
尋
常
小
学
唱
歌
』・
昭
和
７(

一
九
三
二)

年
12
月
・
第
６
学
年
用
） 

 
 
 

（『
初
等
科
音
楽
』
四
・
昭
和
18(

一
九
四
三)

年
２
月
・
必
修
曲
） 

大
正
か
ら
昭
和
の
音
楽
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
続
け
た
名
曲
で
あ
る
が
、

高
野
辰
之
は
、「
日
の
丸
の
旗
」「
紅
葉
」「
春
が
来
た
」「
故
郷
」
な
ど
の
曲

も
、
岡
野
貞
一
に
よ
る
楽
曲
で
作
詞
し
、
多
く
が
愛
唱
さ
れ
て
い
る
。
古
典

和
歌
に
造
詣
が
深
い
こ
と
は
、
例
え
ば
『
古
今
和
歌
集
』
の
時
代
か
ら
、「
紅

葉
」
は
、
山
で
照
り
映
え
る
さ
ま
と
、
川
に
流
れ
る
さ
ま
が
錦
の
織
物
と
見

立
て
ら
れ
て
詠
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
承
け
て
、
一
番
二
番
が
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
〈
注
15
〉
。 

ま
た
、「
さ
く
ら 

さ
く
ら
」
の
歌
詞
の
中
に
「
霞
か
雲
か
」
の
語
が
見

え
る
の
は
、 

春
霞
た
な
び
く
山
の
さ
く
ら
花
う
つ
ろ
は
む
と
や
色
か
は
り
ゆ
く 

（
古
今
集
・
春
下
・
六
九
・
読
人
不
知
） 

み
吉
野
の
よ
し
の
の
山
の
桜
花
白
雲
と
の
み
見
え
ま
が
ひ
つ
つ 

（
後
撰
集
・
春
下
・
一
一
七
・
読
人
不
知
） 

山
ざ
く
ら
さ
き
ぬ
る
時
は
常
よ
り
も
峰
の
白
雲
た
ち
ま
さ
り
け
り 

（
同
・
同
・
一
一
八
・
同
） 

吉
野
山
八
重
た
つ
峰
の
白
雲
に
か
さ
ね
て
み
ゆ
る
花
桜
か
な 

（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
一
二
一
・
藤
原
清
家
） 

の
よ
う
に
、「
桜
」
は
伝
統
的
に
「
霞
」「
雲
」
の
語
と
と
も
に
詠
ま
れ
、「
霞

か
、
雲
か
」
と
見
ま
が
う
ば
か
り
に
満
開
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と

の
理
解
に
も
繋
が
る
。
ち
な
み
に
、
桜
は
、「
霞
か
雲
か
」
と
い
う
唱
歌
で

も
歌
わ
れ
て
い
る
。 

霞
か
雲
か
①
（
作
詞 

加
部
巌
夫
） 

一
、
か
す
み
か
雲
か 

は
た
雪
か 

と
ば
か
り
匂
う 

そ
の
花
ざ
か
り 

百も
も

鳥と
り

さ
え
も 

歌う
と

う
な
り 

二
、
か
す
み
は 

花
を 

へ
だ
つ
れ
と 

隔
て
ぬ
友
と 

来
て
見
る
ば
か
り

う
れ
し
き
事
は 

世
に
も
な
し 

三
、
か
す
み
て 

そ
れ
と 

見
え
ね
ど
も 

な
く
鶯
に 

さ
そ
わ
れ
つ
つ
も 

い
つ
し
か
来
ぬ
る 

花
の
か
げ 

（
文
部
省
『
小
学
唱
歌
集
』
第
二
編
・
明
治
16
（
一
八
八
三)

年
３
月
） 
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か
す
み
か
雲
か
②
（
作
詞 

勝 

承
夫
） 

一
、
か
す
み
か
雲
か 

ほ
の
ぼ
の
と 

野
山
を
そ
め
る 

そ
の
花
ざ
か
り 

桜
よ
桜 

春
の
花 

二
、
の
ど
か
な
風
に 

さ
そ
わ
れ
て 

小
鳥
も
う
た
う 

そ
の
花
か
げ
に 

い
こ
え
ば
う
れ
し 

若
草
も 

三
、
親
し
い
友
と 
来
て
み
れ
ば 

ひ
と
き
は
楽
し 

そ
の
花
ざ
か
り 

桜
よ
桜 

春
の
花 

（『
４
年
生
の
音
楽
』・
昭
和
22
〈
一
九
四
七
〉
年
版
） 

こ
れ
も
、歌
詞
が
改
め
ら
れ
て
歌
い
継
が
れ
た
曲
で
あ
る
。②
の
歌
詞
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
も
、
中
学
校
教
科
書
な
ど
に
題
名
も
こ
の
ま
ま
で
記

載
さ
れ
て
い
る
〈
注
16
〉
。 

こ
の
「
霞
か
雲
か
①
」
の
一
番
の
一
行
目
は
『
古
今
和
歌
集
』
に
見
え

る
見
立
て
表
現
で
あ
る
が
、
春
の
歌
に
「
雪
」
が
出
て
く
る
文
言
は
、
さ

す
が
に
昭
和
二
十
二
年
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
桜
は
、
和
歌
の

世
界
で
は
散
る
桜
を
落
花
と
喩
え
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
歌
詞
は
、 

み
吉
野
の
山
べ
に
さ
け
る
桜
花
雪
か
と
の
み
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る 

 

（
古
今
集
・
春
上
・
六
〇
・
紀
友
則
） 

を
承
け
た
表
現
で
あ
ろ
う
。「
霞
」
は
山
桜
を
「
春
霞
峰
に
も
尾
に
も
立
ち

隠
し
つ
つ
」（
古
今
集
・
春
上
・
五
一
・
読
人
不
知
）
と
隠
す
も
の
で
あ
り
、

そ
の
隠
し
た
花
の
色
を
映
し
て
「
春
霞
色
の
ち
く
さ
に
見
え
つ
る
は
た
な

び
く
山
の
花
の
か
げ
か
も
」（
同
・
春
下
・
一
〇
二
・
藤
原
興
風
）
と
、
色
々

な
彩
り
に
染
ま
っ
て
い
る
。
桜
が
積
雪
に
見
え
る
と
い
う
の
は
、
色
も
あ

ろ
う
が
、
そ
の
満
開
の
見
事
さ
、
花
の
量
を
詠
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

咲
く
桜
の
豪
華
さ
を
「
か
す
み
か
雲
か
、
は
た
雪
か
と
ば
か
り
（
見
え
る

ほ
ど
に
）」
美
し
く
「
に
お
う
」
と
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
友
人
と
の
花

見
を
喜
ぶ
二
番
に
は
、
雲
林
院
の
親
王
に
従
っ
て
花
見
に
行
っ
た
「
い
ざ

け
ふ
は
春
の
山
辺
に
ま
じ
り
な
む
く
れ
な
ば
な
げ
の
花
の
か
げ
か
は
」

（
同
・
同
・
九
五
・
素
性
）
の
影
響
が
、
ま
た
、
鳥
に
誘
わ
れ
る
三
番
に

も
、「
け
ふ
の
み
と
春
を
お
も
は
ぬ
時
だ
に
も
立
つ
こ
と
や
す
き
花
の
か
げ

か
は
」（
同
・
同
・
一
三
四
・
凡
河
内
躬
恒
）
や
、「
花
の
か
を
風
の
た
よ

り
に
た
ぐ
へ
て
ぞ
鶯
さ
そ
ふ
し
る
べ
に
は
や
る
」（
同
・
春
上
・
一
三
・
紀

友
則
）、「
鶯
の
な
く
の
べ
ご
と
に
き
て
見
れ
ば
う
つ
ろ
ふ
花
に
風
ぞ
ふ
き

け
る
」（
同
・
同
・
一
〇
五
・
読
人
不
知
）
な
ど
が
窺
わ
れ
る
〈
注
17
〉
。 

し
か
し
、
こ
の
歌
詞
に
和
歌
の
背
景
が
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
基
盤
と
な
っ

た
古
今
和
歌
集
歌
を
学
ば
ね
ば
理
解
さ
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
作
ら
れ
た

経
緯
と
は
逆
に
、
歌
詞
か
ら
古
今
和
歌
集
的
表
現
に
馴
染
ん
で
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
様
の
指
摘
が
で
き
る
の
は
、
佐
佐
木
信

綱
作
詞
「
夏
は
来
ぬ
」
で
あ
る
。 

 
 
 

夏
は
来き

ぬ 
 

（
作
詞 

佐
佐
木
信
綱
） 

一
、
卯
の
花
の 

匂
う
垣
根
に 

郭
公

ほ
と
と
ぎ
す 

早
も
き
な
き
て 

 
 

忍
び
音
も
ら
す 

夏
は
来
ぬ 

二
、
五
月
雨
の 

そ
そ
ぐ
山
田
に 

早
乙
女
が 

裳も

裾す
そ

ぬ
ら
し
て 

玉た
ま

苗な
え

う
う
る 

夏
は
来
ぬ 

三
、
橘
の 

か
お
る
軒の

き

端ば

の 
 

窓
近
く 

螢
と
び
か
い 

 
 

お
こ
た
り
諫い

さ

む
る 

夏
は
来
ぬ 

四
、
楝

お
う
ち

ち
る 
川
辺
の
宿
の 

 

門
遠
く 

水
鶏

く
い
な

声
し
て 
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夕
月
す
ず
し
き 

夏
は
来
ぬ 

五
、
五
月
闇 

螢
と
び
か
い 

水
鶏

く

い

な

鳴
き 

卯
の
花
さ
き
て 

 
 

早
苗
う
え
わ
た
す 

夏
は
来
ぬ 

（
文
部
省
『
師
範
音
楽
』
昭
和
18(

一
九
四
三)

年
６
月
） 

題
名
「
夏
は
来
ぬ
」
で
は
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
を
学
習
で
き
る
が
、
一

番
の
歌
詞
は
『
古
今
和
歌
集
』
夏
部
を
通
し
て
詠
ま
れ
る
「
郭
公

ほ
と
と
ぎ
す

」
に
「
卯

の
花
」
が
取
り
合
わ
さ
れ
る
。「
卯
の
花
」
は
『
古
今
和
歌
集
』
に
も
詠
ま

れ
る
も
の
の
、「
夏
は
来
ぬ
」
の
歌
詞
は
、『
古
今
和
歌
集
』
か
ら
広
が
る
八

代
集
の
夏
の
世
界
を
詠
ん
で
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
歌
詞
の
三
番
に

は
、「
晋
書
」
車
胤
伝
・
孫
康
伝
の
「
蛍
雪
」
の
故
事
も
引
か
れ
て
い
る
し
、

四
番
に
は
、
時
代
が
下
っ
て
夏
部
に
納
涼
を
主
題
と
し
た
和
歌
が
導
入
さ
れ

た
影
響
が
見
え
る
。
一
例
と
し
て
、
歌
詞
の
各
番
に
関
係
の
深
い
歌
を
、
曲

番
号
の
下
に
あ
げ
て
お
こ
う
。 

一
、
卯
花
の
さ
け
る
垣
根
の
月
清
み
い
寝
ず
き
け
と
や
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す 

（
後
撰
集
・
夏
・
一
四
八
・
読
人
不
知
） 

二
、
早
乙
女
の
山
田
の
代
に
下
り
立
ち
て
急
げ
や
早
苗
室
の
は
や
早
稲 

（
栄
花
物
語
・
根
あ
は
せ
・
五
二
六
・
源
信
房
） 

三
、
今
朝
き
な
き
い
ま
だ
旅
な
る
郭
公
花
橘
に
や
ど
は
か
ら
な
む 

（
古
今
集
・
夏
・
一
四
一
・
読
人
不
知
） 

を
り
し
も
あ
れ
花
橘
の
か
を
る
か
な
昔
を
み
つ
る
夢
の
枕
に 

（
千
載
集
・
夏
・
一
七
五
・
藤
原
公
衡
） 

終
夜

よ
も
す
が
ら

も
ゆ
る
螢
を
け
さ
見
れ
ば
草
の
葉
ご
と
に
露
ぞ
お
き
け
る 

（
拾
遺
集
・
一
〇
七
八
・
健
守
法
師
） 

四
、
あ
ふ
ち
咲
く
そ
と
も
の
木
陰
露
お
ち
て
五
月
雨
は
る
る
風
わ
た
る
な

り 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
新
古
今
・
夏
・
二
三
四
・
藤
原
忠
良
） 

た
た
く
と
て
宿
の
妻
戸
を
あ
け
た
れ
ば
人
も
こ
ず
ゑ
の
水
鶏

く

ひ

な

な
り
け

り 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
拾
遺
集
・
恋
三
・
八
二
二
・
読
人
不
知
） 

夕
月
夜
空
も
涼
し
き
松
か
げ
の
浅
ぢ
が
う
へ
の
ひ
ぐ
ら
し
の
声 

（
紫
禁
和
歌
集
（
順
徳
院
）・
二
百
首
和
歌
・
八
三
三
） 

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
中
国
文
化
を
吸
収
し
て
仮
名
文
字
を
自
ら
の
も
の

と
し
、
勅
撰
和
歌
集
を
営
々
と
作
り
続
け
る
こ
と
で
、
和
歌
表
現
が
日
本
の

韻
文
ば
か
り
で
は
な
く
、
文
化
や
美
意
識
、
散
文
の
基
盤
と
さ
え
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
の
和
歌
的
表
現
の

歴
史
を
た
ど
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

  
 
 

三
、
教
材
と
し
て
の
和
歌 

 

小
学
「
国
語
」
で
は
、
韻
文
形
式
と
し
て
の
和
歌
を
紹
介
し
た
り
、
季

節
感
を
感
じ
る
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
和
歌
で
あ
る
が
、
先
述
の
よ

う
に
、
歌
集
作
品
と
し
て
読
む
の
は
中
学
「
国
語
」
の
「
万
葉
・
古
今
・

新
古
今
」
の
く
く
り
の
中
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
万

葉
８
・
古
今
４
・
新
古
４
」（
東
京
書
籍
）、「
万
葉
９
・
古
今
３
・
新
古
今

３
」（
光
村
図
書
）、「
万
葉
８
・
古
今
４
・
新
古
今
４
」（
三
省
堂
）
と
い

う
数
で
あ
る
（
数
字
は
掲
載
歌
数
）。
三
首
で
『
古
今
和
歌
集
』
が
理
解
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
季
節
ご
と
の
頁
で
、
季
節
感
溢
れ
る

和
歌
を
鑑
賞
す
る
方
が
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 
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和
歌
は
、
作
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
き
、
歌
合
や
歌
会
の
場
に
提
供

さ
れ
た
と
き
、
勅
撰
集
や
私
撰
集
（
秀
歌
撰
）
に
選
ば
れ
、
編
集
さ
れ
た

と
き
、
そ
し
て
、
和
歌
だ
け
が
供
さ
れ
た
と
き
、
場
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
解
釈
が
可
能
に
な
る
。
知
識
を
与
え
ず
、
言
葉
の
表
す
と
こ
ろ
だ
け
で

感
じ
、
読
み
解
く
理
解
も
あ
っ
て
も
よ
い
、
と
い
う
〈
注
７
〉
の
小
森
潔

氏
論
文
の
第
四
節
「
常
識
を
覆
す
授
業
」（「
読
む
」
と
い
う
行
為
に
よ
っ

て
初
め
て
意
味
が
立
ち
現
れ
て
く
る
と
い
う
発
想
に
触
れ
た
学
生
た
ち
の

驚
き
と
開
放
感
を
述
べ
る
）
の
提
言
も
非
常
に
魅
力
的
で
は
あ
る
が
、
逆

に
、
学
生
に
は
、
そ
こ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
、
和
歌
が
生
ま
れ
た
背

景
、
和
歌
が
置
か
れ
た
場
で
の
解
釈
を
知
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
知
識
を
獲

得
し
て
辿
り
着
く
理
解
の
楽
し
さ
、
究
め
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
欲
し
い
と

考
え
る
。
例
え
ば
、
小
学
生
で
も
「
社
会
（
歴
史
）」
と
繋
げ
、
時
代
を
担

っ
た
人
々
（
階
層
）
の
作
品
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
必
然
と
し
て
時
代
の

文
学
と
な
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
い
。 

 

文
法
や
言
葉
の
（
古
語
的
）
知
識
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
古
典
は
や
っ

か
い
な
の
だ
と
言
わ
ず
に
、古
典
を
理
解
す
る
鍵
を
手
に
入
れ
て
欲
し
い
。

そ
れ
は
、
王
朝
和
歌
へ
の
理
解
な
の
で
あ
る
。 

中
学
「
国
語
」
に
は
『
古
今
和
歌
集 

仮
名
序
』
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

教
員
を
志
す
学
生
な
ら
ば
、
日
本
で
最
初
の
歌
論
と
も
い
わ
れ
る
「
仮
名

序
」
が
中
学
生
に
理
解
で
き
る
か
、
と
言
わ
ず
に
こ
こ
に
「
鍵
」
が
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
欲
し
い
と
思
う
。 

①
や
ま
と
う
た
は
人
の
心
を
種
と
し
て
よ
ろ
づ
の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け

る 

②
世
の
中
に
あ
る
人
こ
と
わ
ざ
繁
き
も
の
な
れ
ば
、
心
に
思
ふ
こ
と
を
見

る
も
の
聞
く
も
の
に
つ
け
て
言
ひ
出い

だ

せ
る
な
り 

③
花
に
鳴
く
鶯
水
に
す
む
蛙

か
は
づ

の
声
を
聞
け
ば
、生
き
と
し
生
け
る
も
の
い

づ
れ
か
歌
を
よ
ま
ざ
り
け
る 

④
力
を
も
い
れ
ず
し
て
天
地

あ
め
つ
ち

を
う
ご
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は

れ
と
思
は
せ
、
男

女

を
と
こ
を
む
な

の
な
か
を
も
和
ら
げ
、
猛
き
武
士

も
の
の
ふ

の
心
を
も
慰

む
る
は
歌
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
古
今
和
歌
集 

仮
名
序
〉 

こ
の
四
文
か
ら
な
る
文
章
は
、
和
歌
と
は
何
か
①
②
③
、
和
歌
の
働
き

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
④
を
述
べ
、
起
承
転
結
を
な
し
、
以
降
の
序
文
の

文
体
の
手
本
と
な
る
よ
う
な
和
歌
的
技
巧
や
対
句
的
表
現
が
ち
り
ば
め
ら

れ
て
い
る
が
、「
心
」
を
「
言
の
葉
」
に
す
る
と
い
う
、
ど
の
よ
う
な
表
現

形
式
に
も
共
通
す
る
理
念
を
述
べ
て
、
着
目
す
べ
き
は
②
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
①
で
述
べ
た
内
容
を
繰
り
返
し
つ
つ
、「
心
に
思
ふ
こ
と
を
見
る
も

の
聞
く
も
の
に
つ
け
て
言
ひ
出
せ
る
」
和
歌
は
、「
見
る
も
の
聞
く
も
の
に

つ
け
て
」
言
い
出
す
と
い
う
の
で
あ
る
。 

こ
の
箇
所
は
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』〈
注
18
〉
で
は
、 

②
こ
の
世
の
中
に
存
在
し
て
い
る
人
間
と
い
う
も
の
は
、
ま
わ
り
に
さ
ま
ざ

ま
な
事
が
ら
が
多
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
誰
し
も
、
心
に
思
っ
て
い
る

こ
と
を
、
見
る
物
や
聞
く
物
に
託
し
て
、
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

と
訳
さ
れ
て
い
る
。「
つ
け
て
」
に
つ
い
て
は
『
名
義
抄
』
や
『
黒
川
本
伊

呂
波
字
類
抄
』
で
は
「
託
」
を
「
ツ
ク
」
と
訓
む
こ
と
が
注
さ
れ
る
。 

つ
ま
り
、『
古
今
和
歌
集
』
以
降
の
勅
撰
集
歌
を
王
朝
和
歌
と
呼
ぶ
な
ら
、

王
朝
和
歌
の
特
質
は
、
心
を
そ
の
ま
ま
に
は
述
べ
な
い
、
物
に
託
し
て
詠
む
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こ
と
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
、『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、
心
を

託
す
る
「
見
る
物
」「
聞
く
物
」
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
が
眼
前
の
自
然
の

景
物
に
な
る
の
で
あ
る
。
四
季
と
恋
の
歌
で
構
成
さ
れ
る
勅
撰
和
歌
集
の
基

盤
を
作
っ
た
『
古
今
和
歌
集
』
は
、
心
を
託
す
る
四
季
の
景
物
を
厳
選
し
て

い
る
。
春
の
花
な
ら
、
梅
・
桜
、
春
の
鳥
な
ら
鶯
、
夏
の
鳥
な
ら
郭
公
、
秋

の
紅
葉
に
鹿
、
雁
、
月
、
風
。
冬
は
雪
に
と
託
す
る
思
い
は
、
少
な
い
景
物

に
限
ら
れ
る
だ
け
に
、
何
で
詠
む
か
、
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
詠
む
か
に

趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て
ゆ
く
。 

雪
の
木
に
ふ
り
か
か
れ
る
を
よ
め
る 

素
性
法
師 

春
た
て
ば
花
と
や
見
ら
む
白
雪
の
か
か
れ
る
枝
に
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く 

（
古
今
集
・
春
・
六
） 

こ
の
早
春
の
歌
で
、
暦
が
春
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
白
雪
を
白
梅
と
見
誤

っ
て
喜
ん
で
歌
っ
て
い
る
の
は
、
実
は
鶯
で
は
な
く
、
素
性
法
師
も
し
く
は

詠
歌
主
体
で
あ
る
。
作
者
が
春
を
待
つ
心
を
、
鳴
い
て
い
る
鶯
に
託
し
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、『
古
今
和
歌
集
』
で
初
春
に
詠
ま
れ
た
白
雪
は
、
立
春

に
な
っ
た
だ
け
で
「
花
」
と
見
え
て
し
ま
う
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
く
。「
雪
」

に
「
雪
」
以
上
の
意
味
が
付
さ
れ
た
と
き
、「
雪
」
は
「
歌
の
こ
と
ば
」
に

な
る
の
で
あ
る
。 

王
朝
和
歌
の
理
解
の
た
め
に
、『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
』〈
注
19
〉
や
『
歌

こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』〈
注
20
〉
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
読

む
こ
と
は
知
識
の
獲
得
に
は
役
立
つ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
ま
た

古
典
は
受
験
古
典
に
な
る
。 

 

そ
こ
で
、
今
年
度
、
和
歌
文
学
会
で
非
常
に
有
益
な
発
表
が
さ
れ
た
こ
と

を
紹
介
し
た
い
。
岡
山
県
玉
野
市
立
玉
野
備
南
高
等
学
校
の
三
谷
昌
士
氏
に

よ
る
「
歌
こ
と
ば
を
視
座
に
お
く
高
校
古
典
の
可
能
性
―
新
し
い
必
履
修
科

目
「
言
語
文
化
（
仮
称
）」
を
見
据
え
て
―
」
で
あ
る
〈
注
21
〉
。
あ
く
ま
で
、

高
校
生
を
対
象
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
歌
こ
と
ば
を
視
座
に
置
く
授

業
展
開
例
」
を
示
さ
れ
た
。
鈴
木
日
出
男
氏
の
研
究
〈
注
22
〉
か
ら
「
歌
こ

と
ば
」
を
定
義
し
、『
古
今
和
歌
集
』
理
解
の
た
め
に
は
「『
古
今
集
』
の
歌

の
趣
旨
が
、
表
現
す
る
日
本
人
の
「
心
」
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
先
ず
知
ら

し
め
て
ほ
し
い
」、「「
心
」
を
「
見
る
物
」「
聞
く
物
」
に
託
し
た
結
果
と
し

て
、
縁
語
・
掛
詞
・
序
詞
や
「
見
立
て
」
な
ど
の
表
現
技
法
が
用
い
ら
れ
る

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
反
対
で
は
な
い
」、「
修
辞
技
巧
か
ら
教
え
る
の
で
は
な

く
、
春
を
待
つ
心
、
春
を
惜
し
む
心
、
突
然
の
秋
風
に
驚
く
心
、
そ
し
て
自

然
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
「
恋
の
う
つ
ろ
ひ
」「
人
の
世
の
う
つ
ろ
ひ
」
の

中
に
、
日
本
文
化
の
根
源
に
な
っ
た
『
古
今
集
』
的
表
現
の
本
質
が
あ
る
こ

と
を
説
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
片
桐
洋
一
氏
の
言
葉
〈
注
23
〉
を
指
針
と
し

て
、
生
徒
自
身
に
歌
こ
と
ば
の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
ま
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
現
在
、
発
表
資
料
し
か
手
許
に
な
い
が
、
学
習
指
導
構
想
１
『
古
今
集
』

の
歌
を
通
し
て
歌
こ
と
ば
「
桜
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
徒
に
つ
か
ま
せ
る
。
同

２
『
古
今
集
』
の
歌
を
通
し
て
歌
こ
と
ば
「
山
里
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
徒
に

つ
か
ま
せ
る
。（
４
）
歌
こ
と
ば
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
着
目
し
て
歌
を
味
わ

う
授
業
に
つ
い
て
、
な
ど
、
歌
こ
と
ば
と
い
う
「
言
語
文
化
」
に
着
目
し
た

授
業
展
開
例
を
示
し
、
従
来
と
は
異
な
る
授
業
の
可
能
性
の
一
端
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
、
注
目
さ
れ
る
能
動
的
学
修
で
も
あ
り
、
生
徒

自
身
に
言
語
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
文
化
を
体
感
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
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う
。 現

在
の
我
々
に
王
朝
和
歌
の
理
解
が
困
難
で
あ
る
の
は
、
共
通
言
語
で
あ

る
「
歌
こ
と
ば
」
を
理
解
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
鍵
を
あ
け
る
工

夫
を
今
後
と
も
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。 

  ＊
和
歌
の
引
用
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
か
な
を
適
宜
漢
字
に
改

め
た
。
ま
た
、『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、
西
本
願
寺
本
訓
に
適
宜
漢

字
を
宛
て
、
旧
番
号
を
付
し
た
。 

 

〈
注
〉 

１ 

①
②
③
の
数
字
は
稿
者
に
よ
る
。 

２ 

う
さ
ぎ
が
欺
く
、
古
事
記
原
文
の
「
和
邇
〈
わ
に
〉」（
鮫
と
さ
れ
る
）
の
扱
い
も
、

東
京
書
籍
版
は
「
さ
め
」
と
記
し
、
光
村
書
籍
版
は
「
わ
に
」
と
記
し
、「
こ
こ
で

は
、
さ
め
の
こ
と
」
を
い
う
注
を
付
す
な
ど
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
。

小
学
二
年
生
で
は
、
も
ち
ろ
ん
『
古
事
記
』
に
ど
う
あ
る
の
か
や
、『
日
本
方
言
大

辞
典
』
で
『
古
事
記
』
の
こ
の
箇
所
を
例
と
し
て
、「
鰐
」
を
兵
庫
県
但
馬
／
島
根

県
で
は
「
鰐
」
は
「
鮫
」
を
指
す
と
す
る
こ
と
な
ど
触
れ
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
光

村
書
籍
版
の
よ
う
に
、
説
明
を
つ
け
て
も
「
わ
に
」
を
出
す
こ
と
で
、
言
語
感
覚

の
優
れ
た
児
童
に
は
言
葉
（
表
現
）
の
不
思
議
さ
・
お
も
し
ろ
さ
に
触
れ
る
き
っ

か
け
を
伏
線
と
し
て
で
も
与
え
る
よ
う
な
工
夫
が
欲
し
い
と
考
え
る
。 

３ 

例
え
ば
、
日
本
文
学
科
を
卒
業
し
、
国
語
科
教
員
に
な
っ
た
卒
業
生
と
の
研
究

会
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
、
土
方
洋
一
編
『「
古
典
を
勉
強
す
る
意
味
っ
て
あ
る
ん

で
す
か
？
」
こ
と
ば
と
向
き
合
う
子
ど
も
た
ち
』（
平
成
24
年
５
月
・
青
簡
舎
）

で
は
、
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
・
高
等
学
校
で
の
「
こ
と
ば
の
教
育
」
や
「
古

典
教
育
」
の
実
践
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
和
歌
文
学
会
の
監
修
に
よ
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
日
本
歌
人
選
（
全
60
冊
・

笠
間
書
院
）
と
い
う
柿
本
人
麻
呂
か
ら
寺
山
修
司
、
塚
本
邦
雄
ま
で
日
本
の
代
表

的
歌
人
の
秀
歌
を
鑑
賞
す
る
た
め
の
秀
歌
撰
が
編
ま
れ
た
（
平
成
23
年
３
月
～

24
年
12
月
）。
企
画
の
趣
旨
は
高
校
生
に
も
わ
か
り
や
す
く
読
め
る
和
歌
鑑
賞
本

を
編
纂
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

さ
ら
に
、
同
学
会
出
版
企
画
委
員
会
企
画
に
よ
る
、
渡
部
泰
明
編
『
和
歌
の
ル

ー
ル
』（
平
成
26
年
11
月
・
笠
間
書
院
）
は
、
和
歌
の
修
辞
を
解
説
し
た
書
で
あ

る
が
、「
高
校
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
作
品
を
中
心
に
和
歌
の
魅
力
を
味
わ
う

の
に
十
分
な
10
の
ル
ー
ル
を
選
び
ま
し
た
。
初
め
て
和
歌
を
読
む
人
々
を
思
い
浮

か
べ
て
書
か
れ
た
、
分
か
り
や
す
く
て
本
格
的
な
和
歌
案
内
書
で
す
」
と
表
紙
に

あ
る
よ
う
に
、
高
校
生
に
も
読
め
る
と
い
う
点
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。 

４ 

石
塚
修
氏 

 

・
大
学
セ
ン
タ
ー
試
験
に
出
題
さ
れ
た
和
歌
は
『
松
陰
中
納
言
物
語
』、『
う
つ
ほ

物
語
』、『
夢
の
通
ひ
路
物
語
』、『
し
ぐ
れ
』
な
ど
の
物
語
和
歌
で
、
高
校
生
は

散
文
に
ま
ぎ
れ
た
和
歌
を
読
ま
さ
れ
て
い
る
現
状
の
指
摘
。 

・
現
行
『
学
習
指
導
要
領
』
で
は
「
和
歌
に
親
し
む
」
こ
と
が
最
終
的
な
目
標
と

な
る
の
で
「
和
歌
を
詠
む
」
こ
と
で
、「
創
作
活
動
」、
披
講
す
る
こ
と
で
「
話

す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」、
和
歌
を
知
る
こ
と
で
和
語
の
知
識
を
深
め
、「
国
語
の

特
質
」
を
理
解
で
き
る
と
い
う
提
言
。 

・「
散
文
」
に
対
す
る
「
韻
文
」
の
教
育
の
中
心
的
素
材
と
し
て
和
歌
を
す
え
る
学

び
が
望
ま
れ
る
な
か
で
、
和
歌
単
独
で
高
校
生
の
よ
う
な
学
習
者
た
ち
に
は
た

し
て
ど
れ
だ
け
興
味
・
関
心
を
持
た
せ
て
楽
し
め
る
授
業
が
展
開
で
き
る
か
と

い
う
問
い
か
け
を
さ
れ
た
。 

５ 

渡
辺
健
氏 

・
実
際
の
高
校
の
現
場
で
は
、
大
学
進
学
の
易
化
と
相
俟
っ
た
大
学
入
試
機
会
の

多
様
化
が
、
教
員
の
多
忙
化
、
教
育
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
高
校
生
の
学

ぶ
機
会
が
減
少
し
て
い
る
と
指
摘
。 

・
和
歌
学
習
に
効
果
的
で
あ
っ
た
歌
物
語
『
伊
勢
物
語
』
の
授
業
取
り
組
み
の
紹

介
。 

・
教
科
書
を
魅
力
的
に
す
る
た
め
に
さ
ら
な
る
写
真
の
活
用
や
写
本
の
提
示
、
発
見

や
新
説
の
紹
介
な
ど
若
者
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
、学
的
探
究
心
を
誘
う
よ
う

な
工
夫
や
し
か
け
の
必
要
性
を
説
く
。 

６ 
渡
部
泰
明
氏 

・「
古
典
文
学
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
ま
な
ぶ 

和
歌
を
演
じ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」（
日
本
文
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
究
会
『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
58

号
・
平
成
27
年
５
月
）
に
注
目
し
、
和
歌
を
演
劇
化
し
、
生
徒
や
学
生
に
古
典
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作
品
を
能
動
的
主
体
的
に
感
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
を
紹
介
す
る
。 

・
能
動
的
な
参
加
と
い
う
意
味
で
、
和
歌
み
く
じ
を
つ
く
る
（
平
野
多
恵
氏
）、『
う

た
恋
い
。』
を
創
作
す
る
（
杉
田
圭
氏
）
な
ど
も
紹
介
。 

・「
和
歌
を
つ
く
る
授
業
」
は
、
本
来
の
和
歌
の
創
作
と
享
受
の
関
係
を
探
る
こ
と

に
繋
が
る
と
提
言
さ
れ
た
。 

７ 

以
下
に
目
次
を
あ
げ
る
。 

・
高
校
の
「
教
育
」
か
ら
大
学
の
「
研
究
」
へ
の
連
接
…
…
…
…
…
…
…
畠
山
俊 

・
研
究
を
教
育
へ
―
結
び
つ
け
る
授
業
・
常
識
を
覆
す
授
業
―
…
…
…
…
小
森 

潔 

・
研
究
と
教
育
の
架
橋
―
専
門
性
の
行
方
― 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中
野
貴
文 

・
高
校
の
国
語
の
授
業
で
古
典
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
…
…
…
…
…
久
木
元
滋
昌 

・「
古
典
学
習
」
と
文
法
―
助
数
詞
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
―
…
…
…
依
田 

泰 

・
言
葉
の
連
続
性
を
意
識
し
た
国
語
教
育
と
日
本
語
研
究
…
…
…
…
…
伊
藤
博
美 

・
万
葉
歌
は
叙
情
歌
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
梶
川
信
行 

―
高
等
学
校
「
国
語
総
合
」
の
「
万
葉
集
」
― 

・
模
擬
授
業
の
中
の
万
葉
集
―
〈
授
業
芸
〉
の
誕
生
―
…
…
…
…
…
…
…
上
野 

誠 

・『
源
氏
物
語
』「
桐
壺
」
冒
頭
の
授
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
保
戸
塚 

朗 

・
生
徒
の
「
今
」
を
広
げ
る
授
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
谷
杏
子 

―
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
描
か
れ
た
「
死
ぬ
瞬
間
」
― 

・
和
歌
文
学
研
究
と
高
等
学
校
に
お
け
る
授
業
実
践
に
つ
い
て
…
…
…
小
林
俊
洋 

―
「
俊
成
自
讃
歌
の
こ
と
」
を
教
材
と
し
た
実
践
報
告
― 

 
 

・
近
世
文
学
作
品
の
導
入
教
材
と
し
て
の
可
能
性
…
…
…
…
…
…
…
…
…
千
野
浩
一 

・
正
岡
子
規
「
瓶
に
さ
す
」
歌
の
鑑
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中
村
と
も
え 

・
文
学
と
教
育
は
不
倶
戴
天
の
敵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
本 

良 

―
中
島
敦
「
古
潭
」
研
究
へ
の
補
助
線
― 

８ 

「「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
を
活
か
す
た
め
に―

―

古
典
教
材
と
し
て
の
新
た
な
る
試

み
」（『〈
新
し
い
作
品
論
へ
〉、〈
新
し
い
教
材
論
へ
〉
古
典
編
３
』
右
文
書
院
、

平
成
15
年
） 

９ 

「
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る
教
師
の
古
典
教
育
意
識
―
長
野
県
内
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
―
」（『
信
州
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
一
一
二
号
、
平
成
16

年
） 

10 

東
京
書
籍
版
に
も
二
十
六
年
度
か
ら
は
「
日
本
語
の
し
ら
べ
」（
春
・
夏
・
秋
・

冬
）
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
こ
ち
ら
は
、
四
年
生
以
上
に
、
古
典
か
ら
現
代

の
詩
や
韻
文
を
中
心
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。 

11 

松
村
直
行
『
童
謡
・
唱
歌
で
た
ど
る
音
楽
教
科
書
の
あ
ゆ
み
―
明
治
・
大
正
・

昭
和
初
中
期
―
』（
和
泉
書
院
・
平
成
23
年
）、
山
東
功
『
唱
歌
と
国
語
―
明
治

近
代
化
の
装
置
―
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ406

・
平
成
20
年
）
に
詳
し
い
。 

12 

〈
注
11
〉
の
山
東
功
氏
の
著
書
に
は
、
明
治
五
年(

一
八
七
二)

の
学
制
頒
布

以
降
、
音
楽
教
育
と
し
て
「
唱
歌
」
が
授
業
科
目
と
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
教
科

内
容
に
苦
慮
し
た
歴
史
が
詳
し
い
。
他
教
科
の
教
科
内
容
を
「
唱
歌
」
に
よ

っ
て
暗
記
す
る
よ
う
に
地
理
教
育
や
文
法
の
教
授
を
意
図
し
た
歌
詞
が
作
ら

れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

13 

以
後
、
引
用
の
歌
詞
、
作
品
の
出
典
な
ど
は
〈
注
11
〉
松
村
直
行
氏
著
書
に

よ
る
。 

14 

越
天
楽
今
様 

 

慈
鎮
和
尚 

作
歌 

一
、
春
の
や
よ
い
の 

あ
け
ぼ
の
に 

よ
も
の
山
辺
を 

見
わ
た
せ
ば 

花
ざ
か
り
か
も 

白
雲
の 

か
か
ら
ぬ
み
ね
こ
そ 

な
か
り
け
れ 

二
、
花
た
ち
ば
な
も 

に
お
う
な
り 

の
き
の
あ
や
め
も 

か
お
る
な
り 

 
 
 
 
 

夕
ぐ
れ
様 さ

ま

の 

さ
み
だ
れ
に 

山
ほ
と
と
ぎ
す 

名
の
る
な
り 

『
拾
玉
集
』
第
五
に
は
「
今
様
」
と
題
し
て
、
四
首
が
載
せ
ら
れ
る
。 

春
の
や
よ
ひ
の 

あ
け
ぼ
の
に 

よ
も
の
山
べ
を 

見
わ
た
せ
ば 

花
ざ
か
り

か
も 

し
ら
雲
の 

か
か
ら
ぬ
み
ね
こ
そ 

な
か
り
け
れ 

（
五
七
二
九
・
花
） 
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(17) 

花
た
ち
ば
な
も 

に
ほ
ふ
な
り 

軒
の
あ
や
め
も 

か
を
る
な
り 

ゆ
ふ
ぐ
れ

ざ
ま
の 

五
月
雨
に 

山
時
鳥 

な
の
り
し
て 

（
五
七
三
〇
・
郭
公
） 

秋
の
は
じ
め
に 

成
り
ぬ
れ
ば 

こ
と
し
も
な
か
ば
は 

す
ぎ
に
け
り 

わ
が

よ
ふ
け
行
く 

月
影
の 

か
た
ぶ
く
見
る
こ
そ 

あ
は
れ
な
れ 

（
五
七
三
一
・
月
） 

冬
の
夜
さ
む
の 

朝
ぼ
ら
け 

ち
ぎ
り
し
山
路
に 

雪
ふ
か
し 

こ
こ
ろ
の
跡

は 

つ
か
ね
ど
も 

お
も
ひ
や
る
こ
そ 

あ
は
れ
な
れ 

（
五
七
三
二
・
雪
） 

15 

「
紅
葉
」 

一
、
秋
の
夕
日
に
照
る
山
も
み
じ 

濃
い
も
薄
い
も
数
あ
る
中
に 

松
を
い
ろ
ど
る
か
え
で
や
蔦
は 

山
の
ふ
も
と
の
裾
模
樣 

 

二
、
谷
の
流
れ
に
散
り
浮
く
も
み
じ 

波
に
ゆ
ら
れ
て 

は
な
れ
て
寄
っ
て 

赤
や
黄
色
の
色
さ
ま
ざ
ま
に 

水
の
上
に
も
織
る
錦 

 
 
 
 
 

（『
尋
常
小
学
唱
歌
』・
明
治
44(

一
九
一
一)

年
６
月
・
第
２
学
年
用
） 

（『
新
訂
尋
常
小
学
唱
歌
』・
昭
和
７(

一
九
三
二)

年
４
月
・
第
２
学
年
用
） 

16 

〈
注
11
〉
の
松
村
直
行
氏
著
書
に
よ
る
。 

17 

『
古
今
和
歌
集
』
に
は
見
え
な
い
「
百
鳥
」
の
用
例
も
、
梅
の
花
の
例
で
は
あ

る
が
、「
梅
の
花
今
さ
か
り
な
り
百
鳥
の
声
の
恋
ほ
し
き
春
来
た
る
ら
し
」（
万
葉

集
・
巻
五
・
八
三
四
）
と
み
え
る
。 

18 

片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
上
・
講
談
社
・
平
成
10
年 

19 

片
桐
洋
一
・ 

笠
間
書
院
・
増
訂
版
・
平
成
11
年 

20 

久
保
田 

淳
・
馬
場 

あ
き
子 

(

編
集)

・
角
川
書
店
・
平
成
11
年 

21 

第
六
二
回 

和
歌
文
学
会
平
成
二
八
年
度
大
会
（
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ

ス
・
十
月
九
日
） 

22 

『
連
想
の
文
体 

王
朝
文
学
序
説
』
岩
波
書
店
・
平
成
24
年
、『
古
代
和
歌
史

論
』
東
京
大
学
出
版
会
・
平
成
２
年 

23 

「
古
今
集
的
表
現
の
本
質
」（『
古
今
和
歌
集
研
究
集
成
』
第
一
巻
所
収
・
風
間

書
房
・
平
成
16
年
）
か
ら
、
三
谷
氏
の
引
用
、
傍
線
を
付
し
た
箇
所
を
引
用
し
た
。 
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